
８京高卓第 24 号 

令和８年９月 12日 

高等学校長様 

卓球部顧問部長様 

京都府高等学校体育連盟卓球専門部 

部 長   石  橋  克  彦 

 

        秋季卓球選手権大会 兼近畿高等学校新人卓球大会  

                          兼全国高等学校選抜卓球大会［府下二次予選］要項  

 

       標記の件に関し、下記のとおり御案内いたします。 

 

 １．名   称 秋季卓球選手権 兼近畿高等学校新人卓球大会・全国高等学校選抜卓球大会 

［府下二次予選］ 

 

 ２．主   催 京都府高等学校体育連盟 

 

 ３．主   管 京都府高等学校体育連盟卓球部 

 

 ４．期   日 令和８年 11月７日（土）・８日（日） 両日とも９：００より受付 

 

 ５．会場・種目  伏見港公園体育館（TEL075ｰ611-7081）（京都市伏見区葭島金井戸町） 

    11月７日(土) 学校対抗ﾍﾞｽﾄ4まで・ｼﾝｸﾞﾙｽﾍﾞｽﾄ8まで・ﾀﾞﾌﾞﾙｽ決勝まで 

（ﾀﾞﾌﾞﾙｽは近畿新人大会出場権をかけた順位決定戦を含む） 

         11月８日(日) ｼﾝｸﾞﾙｽ決勝まで・学校対抗決勝まで(学校対抗３位決定戦を含む) 

（ｼﾝｸﾞﾙｽ・学校対抗の近畿新人大会出場権をかけた順位決定戦を含む） 

                  （試合の進行状況により変更することがある。詳細については専門委員会にて決定す

る。） 

※近畿新人大会は 12月 22日(火)～24日(木)に京都府にて開催されます。 

注）競技フロア－では体育館用シューズ又はスリッパを使用して下さい。 

 

 ６．試合の方法 イ．男女共学校対抗は、令和８年度全国選抜大会方式により行う｡ 

         ロ．1D･2S･3S･4S･5S の３点先取とし、１番ﾀﾞﾌﾞﾙｽに出場した選手はｼﾝｸﾞﾙｽに重複して出

場できるが、２番ｼﾝｸﾞﾙｽに出場することはできない。 

ハ．学校対抗の登録は８名とする。 

ニ．ダブルスは個人戦･学校対抗とも３ゲームマッチとする。 

 

 ７．予選通過数  イ．学校対抗［ﾍﾞｽﾄ８］・ｼﾝｸﾞﾙｽ［ﾍﾞｽﾄ８］・ﾀﾞﾌﾞﾙｽ［ﾍﾞｽﾄ８］を府代表とする。 

            (さらに、開催地は別に団体１、ﾀﾞﾌﾞﾙｽ２組、ｼﾝｸﾞﾙｽ２名の出場を認める） 

                  ロ．近畿新人大会への同一校からの個人種目出場数は、ｼﾝｸﾞﾙｽ４名・ﾀﾞﾌﾞﾙｽ４組以内と

する。（ただし、以下のハ．ニ．に該当するものは除く） 

                  ハ．学校対抗の前年度優勝校は、近畿新人大会に無条件に出場できる。また、ｼﾝｸﾞﾙｽ・ 

ﾀﾞﾌﾞﾙｽの前年同大会のランキング選手は、近畿新人大会に無条件に出場できる。 

                  ニ．今年度近畿高等学校卓球選手権大会個人の部ランキング選手は、近畿新人大会に無

条件に出場できる。 

 

 ８．参加の資格 市部・両丹各一次予選を通過したもの。 

 

 ９．競技の規定 一次予選に準じる。 

 



 

 10．参 加 料 １．チ－ム         １０００円 

２．ダブルス  １組につき１０００円 シングルス １名につき ６００円 

                   ただし、一次予選免除の場合、参加料は必要ありません。 

          （参加料は 10 月 16 日(金）までに下記振込先に振り込んでください。) 

 

京都銀行 七条支店 普通 ３６６９２０１ 

高体連卓球部 島田英明 

   （お願い）振込者名は「２０２６６ ○○高校（男子/女子/男女）」としてください。 

 

  11．申込の方法 別紙申込用紙により、明確に記入の上、令和８年 10 月８日（木）までに申込むこと。 

         期日厳守（必着）でお願いします。 

 

                 申込先   〒610-1146 京都市西京区大原野西境谷町１丁目 12－1･2 

             京都府高体連卓球専門部事務局 

                      京都府立洛西高等学校  麻田祐一  宛  

 

           ※ 申込書には、高等学校長・顧問部長の印を必要とする。 ※ 

         ※※ 後日、高体連専門委員会でドロ－を行います。※※  

 

 12．注   意  各校で基本的な感染症防止対策をお願いします。安全かつスムーズな競技進行にご協

力ください。その他、大会に関わる連絡事項は必要に応じて HP でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 


